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本
文] 

此
状
袋
上
端
の
右
の
肩
少
し
切
れ
あ
り
、
こ
れ
は
元
よ
り
右
様
な
る
に
て
他
人
が
し
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
と
に
無
之
候
。
御
断
は
り
申
上
お
く 

昭
和
四
年
十
月
廿
六
日
午
後
四
時 

宇
井
縫
蔵
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南
方
熊
楠 

再
拝 

拝
啓 

貴
著
「
紀
州
植
物
誌1

」
一
冊
今
日
午
前
十
時
過
頃
拝
受
。
小
生 

昨
夜
例
の
鏡
検
に
没
頭
し
今
朝
寝
込
み
午
後
一
時
過
起
き
、
色
々
用
多
く 

漸
く
只
今
拝
見
仕
候
。
こ
れ
は
余
程
の
上
出
来
に
て
、
先
づ
は
紀
州
魚
説2

と
並
ん
で 

今
日
地
方
植
物
編
に
こ
れ
ほ
ど
の
も
の
は
な
き
こ
と
と
存
候
。
小
生
若
き
と
き
米
国
に
あ
り

し に
、Wood

ウ

ツ

ド

と
い
ふ
人
米
国
ミ
シ
シ
ツ
ピ
河
よ
り
東
の
諸
地
の
顕
花
植
物
と
羊
歯 

類
似
物
を
一
括
し
て
極
め
て
短
か
く
説
明
し
（
形
体
諸
部
よ
り
花
候
、
産
地 

帯
迄
）、
一
種
以
上
あ
る
属
毎
に
二
分
法
に
て 

 

1 

宇
井
縫
蔵
『
紀
州
植
物
誌
』（
高
橋
南
益
社
、
昭
和
四
年
十
月
十
日
発
行
） 

2 

宇
井
縫
蔵
『
紀
州
魚
譜
』（
紀
元
社
、
大
正
十
四
年
一
月
十
一
日
発
行
） 



 
 

葉
岐
な
し―

―

花
白 

 
 
 ―

―

茎
に
鈎
刺
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 
―

花
白
か
ら
ず 

―

茎
に
直
刺
あ
り 

 
 

葉
岐
あ
り―

―
木
本 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
―

草
本―

―

果
梗
葉
よ
り
長
し 

 
 
 
―

莢
に
二
三
子
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
―

果
梗
葉
と
等
長
又
は
短
し―

―

莢
に
三
以
上
の
子
あ
り 

と
い
ふ
風
に
見
出
し
表
挙
げ
あ
る
故
、
雑
多
に
色
々
と
書
き
列
ぬ
る
を
要
せ
ず
、 

野
外
に
持
行
て
も
即
座
に
種
名
は
分
り
し
。 

次
回
御
出
板
の
節
は
こ
の
風
に
編
成
さ
れ
た
ら
大
に
実
用
に
立
ち
、
多
く
人
が 

求
め
る
こ
と
と
存
候
。 

貴
著
一
と
通
り
眼
を
通
し
た
中
見
当
り
し
こ
と
左
に
一
寸
申
上
候
。
小
生
の
腊
葉
中
に
所
集

の
地
名
に
し
て
貴
著
に
泄
れ
た
る
を
一
二
記
し
候
。 

ミ
ツ
バ
ウ
ツ
ギ 

 

は
日
高
郡
川
上
村
辺
り
に
て
シ
ヨ
ウ
ナ
と
申
し
候
。
嫩
葉
［ﾙﾋﾞ

：
わ
か

ば
］
を
食
用
に
致
候
。 

松
柏
科 

ヒ
ム
ロ 

 

こ
れ
は
在
来
十
丈
峠
茶
店
前
の
並
木
な
ど
植
え
た
る
も
の 

の
み
見
候
。
然
る
に
昨
年
三
尾
川
の
何
と
か
岩
と
い
ふ
大
巌
あ
り
、
昔
し 

火
の
雨
ふ
り
し
と
き
そ
の
巌
の
下
の
窟
に
人
が
か
く
れ
て
難
を
免
れ
し
と
い
ふ
、
そ
の
上
に 

生
た
る
木
故
ヒ
ム
ロ
と
い
ふ
と
の
伝
説
を
附
し
、
枝
を
送
り
来
り
、
今
も
座
右
に 

あ
り
。
十
丈
等
に
て
見
た
も
の
と
か
は
り
、
枝
が
極
め
て
古
く
、
天
然
生
ら
し
く
奇
態
に 

屈
り
あ
り
。
送
来
り
し
人
は
そ
れ
に
付
た
る
地
衣
の
名
を
問
ひ
に
来
り
し
な
り
。
之
を
見
る
に
、 

ヒ
ム
ロ
と
い
ふ
も
の
間
々
野
生
も
あ
り
て
、
そ
れ
を
昔
し
の
人
が
栽
培
せ
し
こ
と
と
存
候
。 

オ
ニ
グ
ル
ミ 

 

日
高
郡
川
上
村
に
多
し
。
ボ
タ
と
い
ふ
。 



ミ
ヤ
マ
ム
ギ
ラ
ン 

 

稲
成
に
も
あ
り
。 

ナ
ツ
エ
ビ
ネ 

 

川
上
村
に
多
し
。 

コ
ク
ラ
ン 

 

川
上
村
。 

マ
ツ
ラ
ン 

 

同
上
。 

カ
ヤ
ラ
ン 

 
同
上
。
久
木
、
上
秋
津
、
秋
津
川
に
も
あ
り
。 

ウ
バ
ユ
リ 

 

ホ
ツ
ポ
ウ
（
竜
神
で
も
い
ふ
）
。 

 

オ
ホ
バ
ヨ
ウ
ラ
ク
ラ
ン 

サ
ル
マ
メ 

 

稲
成
村
の
岩
屋
観
音
の
後
の
山
腹
に
多
し
。 

ヤ
ハ
ズ
ア
ヂ
サ
イ 

 

川
上
村
。 
ヤ
シ
ヤ
ビ
シ
ヤ
ク 

 

川
上
村
。
こ
れ
に
直
立
す
る
と 

【 

図 

】
こ
の
如
く
垂
下
す
る
と
二
様
あ
り
、
此
事
山
人
み
な
い
ふ
。
ど
う
も
異
態 

の
や
う
に
思
ふ
。 

茶 
 

小
生
此
程
兵
生
に
ゆ
き
、
西
氏3

宅
前
の
住
吉
小
祠
の 

森
に
自
生
せ
る
茶
を
と
り
帰
り
、
自
宅
の
茶
と
く
ら
べ
見
る
に
、 

葉
の
長
さ
異
な
り
、【 

図 

】
兵
生 

【 

図 

】
自
宅
の
も
の 

 
var. r

ugosa Sieb. 

と
い
ふ
も
の
ら
し
く
候
。
和
名
何
と
い
ふ
か
知
ら
ず
。 

シ
シ
ン
ラ
ン 

 

那
智
と
あ
る
が
こ
れ
は
果
し
て
那
智
に
あ
り
や
、
怪
し
き
こ
と
に
候
。
昔
し 

那
智
ソ
ウ
な
ど
い
ひ
し
と
い
ふ
が
、
今
も
あ
り
や
怪
し
き
限
り
な
り
。 

ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ 

 

高
野
一
乗
院
に
栽
あ
り
し
を
聞
合
せ
し
に
、
当
山
中
よ
り
と
り
来
り
栽

し
と
島
田 

公
雅
師
い
へ
り
。
去
年
九
月
小
畔
四
郎
氏
（
牧
野
氏
の
弟
子
）
川
上
村
妹
尾
に
て
少
々 

見
出
せ
り
。 

ハ
リ
ビ
ユ 

 

那
智
の
天
満
及
び
当
地
附
近
い
そ
ま
の
は
き
だ
め
に
生
え
あ
り
し
。 

ミ
ヤ
マ
ニ
ガ
ウ
リ 

 

川
上
村
。 

モ
ミ
ヂ
カ
ラ
ス
ウ
リ 

 

同
上
。 

 

3 

西
秀
次
郎
。
西
家
は
西
面
欽
一
郎
の
妻
の
実
家
。 



フ
ウ
テ
ウ
ソ
ウ 

 

那
智
の
浜
宮
海
辺
。
遁
れ
出
で
て
野
生
し
た
も
の
か
、
但
し
年
々
生
ぜ
り
。 

秋
海
棠 

 
三
好
学
氏4

も
小
生
も
那
智
に
て
採
り
、
今
も
標
品
あ
り
。
家
に
生
ず
る
と 

か
は
り
、
葉
大
き
く
直
上
し
て
高
さ
四
尺
も
あ
る
べ
き
か
、
家
に
栽
し
も
の
よ
り
は
柔
ら
か
に

て
折
れ
易
し
。 

花
は
見
る
に
堪
ず
。
そ
の
生
ず
る
所
は
人
家
と
懸
絶
し
た
る
懸
崖
に
て
、
甚
だ
あ
ぶ
な
き
所
な

り
し
。 

タ
チ
ス
ベ
リ
ヒ
ユ 

 

那
智
の
天
満
及
び
近
野
村
平
井
郷
谷
に
野
生
あ
り
し
。 

当
地
附
近
の
ミ
ゾ
ハ
コ
ベ
に
少
く
と
も
二
様
あ
り
（
神
子
浜
、
稲
成
な
ど
）。
花
互
生
し
て
短

柄
花
弁
雄
蕊
共
四
個 

の
と
（
矢
田
部
博
士5

の
ミ
ヅ
タ
ハ
コ
ベ
と
せ
る
も
の
）、
花
対
生
し
て
無
柄
花
弁
も
雄
蕊
も
三

個
の
も
の
な
り 

（
同
博
士
の
ミ
ゾ
ハ
コ
ベ
）
。
小
生
此
二
様
を
多
く
と
り
て
、
貴
下
に
見
せ
ん
と
紙
に
包
み 

お
き
し
を
前
日
見
出
た
り
（
今
は
又
ど
こ
か
へ
片
付
け
し
）。
こ
れ
は
今
は
一
種
と
見
て 

ミ
ゾ
ハ
コ
ベ Elatine orientalis 

Makino 

と
す
る
こ
と
に
候
や
。 

ハ
マ
ナ
ツ
メ 

 

当
湾
ノ
畑
島
な
ど
に
あ
り
、
那
智
村
湯
川
に
多
し
（
方
言
ク
モ
カ
キ
）。 

ケ
ン
ポ
ナ
シ 

 

川
上
村
に
多
し
。 

マ
サ
キ 

ツ
ル
マ
サ
キ 

の
別
は
一
寸
分
ら
ぬ
場
合
多
き
に
や
。
小
生
は
マ
サ
キ
の
菓
［
果
］

梗
は 

葉
よ
り
短
か
く
、
ツ
ル
マ
サ
キ
の
菓
［
果
］
梗
は
葉
よ
り
長
き
を
尤
も
緊
要
な
る
見
分
け
点 

と
存
候
。
た
だ
し
葉
の
大
小
を
い
ふ
た
斗
り
で
は
学
術
的
に
非
ら
ず
と
思
ふ
。 

 

4 

植
物
学
者
。
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
。 

5 

矢
田
部
良
吉
。
明
治
時
代
の
日
本
の
植
物
学
者
。 



タ
ラ
ヨ
ウ 

 

此
頃
和
歌
山
辺
で
モ
ジ
シ
バ
と
い
ふ
由
。 

ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ 

 

二
川
村
。 

ヤ
ナ
ギ

マ

マ

 

イ
ヌ
ザ
ク
ラ 
か 
ウ
ハ
ミ
ヅ
サ
ク
ラ 

か
分
ら
ず
（
多
分
二
者
さ
す
）、
二
川
村
に
大
木
多

し
。 

伐
り
倒
し
て
丸
木
橋
に
す
る
。
方
言
セ
イ
キ
ウ
ザ
ク
ラ
。
セ
イ
キ
ウ
と
は
何
の
事
か
分
ら
ず
。 

ワ
レ
モ
カ
ウ 

 

田
辺
の
生
花
師
古
く
よ
り
ハ
シ
バ
ミ
と
い
ふ
。 

ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ 

 

八
月
に
北
島
脩
一
郎
氏
龍
神
奥
の
六
里
峠
に
通
ず
る
深
山
に
行
し
に
、

モ
ミ 

ト
ガ
ノ
の
大
木
多
く
、
そ
の
幹
に
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
生
え
る
こ
と
夥
し
。
希
有
の
こ
と
と
驚
き
語

れ
り
。 

不
審
な
こ
と
乍
ら
、
氏
は
何
に
も
心
得
ず
と
に

マ

マ

言
ふ
も
の
に
に

マ

マ

非
ず6
、
何
の
事
か
其
内
来
ら

ば
聞
合
し
て
申
上
ん
。 

ア
ヲ
カ
シ 

 

川
上
村
（
方
言
コ
カ
ノ
キ
、
和
漢
三
才
図
会
に
も
コ
カ
ノ
キ
あ
り
。
白
井
博
士

い
ふ
、
昔
し 

当
国
南
部
町
に
て
此
木
で
桶
樽
を
多
く
作
れ
り
と
。
宮
武
省
三
氏
説
に
阿
波
等
に
て
酒
の 

大
桶
（
紀
州
で
ホ
ソ
と
い
ふ
）
を
コ
カ
と
い
ふ
と
。 

コ
ブ
シ 

 

二
川
村
高
処
に
あ
り
。 

 

ヤ
ナ
ギ
イ
ノ
ゴ
〈ﾏﾏ

〉
ツ
チ7 

兵
生
、
川
上
村
に

多
し
。 

ミ
ヅ
の
類
二
三
品
何
や
ら
分
ら
ぬ
な
り
に
二
川
村
よ
り
と
り
帰
れ
り
。
少
し
く
落
つ
か
ば
送

 

6  

☆
～
心
得
ず
と
言
ふ 

 

～
言
ふ
も
の
に
に
非
ず 

～
心
得
ず
に
言
ふ 

 

～
言
ふ
の
み
に
非
ず
（
も
抹
消
？
） 

7 

ヤ
ナ
ギ
イ
ノ
コ
ヅ
チ
（
柳
猪
子
槌
）。 



る
べ
し
。 

二
川
村
山
路
な
ど
に
タ
ニ
ガ
シ
と
い
ふ
木
多
し
。
小
生
百
方
頼
み
お
き
、
其
の
花
と
若
葉
を 

送
り
も
ら
ひ
見
る
に
、
シ
デ
の
一
種
に
相
違
な
し
。
こ
れ
も
其
内
標
本
送
り
上
べ
し
。 

ツ
チ
ア
ケ
ビ 

 

本
郡
長
野
村
。 

ヒ
ナ
ラ
ン 

 

静
川
。 

モ
ミ
ラ
ン 

 

川
又
の
は
マ
ツ

ラ
ン
故
削
除
す
る
を
要
す
。 

ウ
キ
ク
サ
科
の 

Wolffia
 
sp 

は
小
生
明
治
三
十
三
年
十
一
月
十
二
月―

三
十
四
年
一
月
の

交
、 

和
歌
浦
愛
宕
山
円
珠
院
の
手
水
鉢
で
と
り
し
者
。
今
年
五
月
十
八
日 

聖
上
御
覧
に 

供
す
べ
く
、
和
歌
山
弟
方
へ
往
き
探
せ
し
に
、
今
も
あ
り
て
持
帰
れ
り
。
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
も 

現
存
候
。
乾
燥
品
の
方
は
極
々
少
数
乍
ら
あ
り
。
こ
れ
は
台
湾
で
見
出
せ
し
も
の
と 

同
種
か
否
一
寸
分
ら
ず
（
花
な
し
）。
其
内
何
と
か
し
て
幾
分
か
切
り
取
り
可
差
上
候
。 

小
生
方
へ
お
く
と
遂
に
紛
失
の
恐
れ
あ
り
。 

ビ
ヤ
ク
シ
ン 

 

白
井
博
士
は
此
辺
の
海
岸
の
自
生
を
疑
ひ
し
。
然
し
小
生
此
辺
よ
り
富
田

海
辺 

に
自
生
あ
る
を
見
る
に
、
中
に
は
風
波
の
為
に
幹
曲
り
又
絶
崖
頂
に
生
じ
な
ど
、
か
か
る
所
に 

何
の
必
要
あ
り
て
こ
ん
な
木
を
栽
ゆ
べ
き
や
と
思
は
る
る
こ
と
多
し
。
因
て
再
び
之
を
言
ひ

し
に
、
一
昨
々 

年
春
頃
三
好
学
博
士
に
問
合
せ
し
に
、
小
豆
島
よ
り
常
陸
迄
の
海
岸
に
あ
る 

と
知
れ
た
り
。
然
る
も
白
井
博
士
は
な
ほ
近
刊
植
物
渡
来
考8

に
之
を
疑
問
と
せ
り
。 

ビ
ヤ
ク
シ
ン
は
白
心
木
と
か
き
、
三
朝
の
頃
の
書
に
見
え
、
仏
像
を
此
木
で
き
ざ
み
し 

 

8 

白
井
光
太
郎
『
植
物
渡
来
考
』（
岡
書
院
、
昭
和
四
年
）。 



記
事
あ
り
。
大
抵
は
支
那
伝
来
と
い
ふ
。
然
し
支
那
の
ど
こ
に
白
心
木
と
い
ふ
名
あ
り
し
こ
と

か 詳
か
な
ら
ず
。
小
生
は
兎
に
角
ビ
ヤ
ク
シ
ン
は
本
朝
に
野
生
多
き
も
の
と
思
ふ
。
但
し
最
初
の 

も
の
は
支
那
か
ら
来
た
か
否
は
今
日
と
成
て
は
到
底
分
ら
ず
。
秋
海
棠
抔
も
其
類
な
り
。 

ス
ギ
ラ
ン 

 

二
川
村
。 
ナ
ン
カ
ク
ラ
ン 

 

上
秋
津
。 

キ
ク
シ
ノ
ブ 

 

那
智
村
天
満

よ
り
ひ
そ
原9

に
至
る 

間
だ
薬
研
［ﾙﾋﾞ:

や
げ
ん
］
淵
と
い
ふ
所
で
少
許
見
出
せ
し
こ
と
あ
り
。 

エ
ダ
ウ
チ
ホ
ン
グ
ウ
シ
ダ 

 

下
山
路
村
大
字
五
味
に
甚
だ
多
し
。
川
上
村
妹
尾
に
も
あ
り
。 

オ
ホ
ヒ
ナ
ノ
ウ
ス
ツ
ボ 

 

二
川
村
。 

ハ
リ
エ
ン
ジ
ユ 

 

新
庄
村
の
砂
防
の
為
栽
え
し

に
今
に
山
間 

諸
処
に
は
び
こ
り
居
り
、
そ
れ
を
一
本
と
り
来
り
拙
宅
に
栽
し
に
、
玄
関
前
に
根
が
這
ひ
多
く 

生
え
閉
口
し
て
掘
り
尽
し
捨
た
り
。 

ト
ケ
イ
ソ
ウ 

 

又
下
秋
津
等
に
野
生
し
溝
洫 

底
の
敷
き
石
を
も
ち
上
げ
、
電
柱
に
ま
き
つ
き
、
そ
れ
を
移
植
せ
し
拙
宅
地
な
ど
満
面
根
が 

は
ひ
ひ
ろ
が
り
、
今
に
尽
す
こ
と
不
能
、
柿
の
木
な
ど
を
痩
し
め
大
に
て
こ
ず
り
居
候
。 

ヤ
ナ
ギ
ヨ
モ
ギ
（
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
） 

 

是
亦
小
生
高
野
及
日
光
よ
り
自
宅
へ
少
し
移
植
せ
し

に
今
田
辺
の
諸
処
へ 

自
生
を
始
め
居
り
、
困
つ
た
も
の
な
り
。 

ム
ギ
セ
ン
ノ
ウ 

 

こ
れ
は
江
川
の
誰
か
が
美
花
と
し
て
種
し
に
田
辺
近
郊
よ
り
長
野
村
辺

迄 時
々
野
生
に
及
べ
り
。 

シ
ウ
メ
イ
ギ
ク 

 

川
又
、
新
庄
村
大
字
鳥
ノ
巣
。 

チ
ゴ
ユ
リ 

 

栗
栖
川1

0

。 

オ
シ
ロ
ヒ 

 

神
島
に
多
く
自
生
す
。
此
頃
は
密
林
と
な
り
日

光
及
ば
ぬ 

故
、
大
に
減
じ
た
る
様
子
。 

 

9 

ひ
そ
原
は
現
在
の
田
辺
市
中
辺
路
町
野
中 

比
曽
原
の
こ
と
か
。 

1
0 

中
辺
路 



コ
バ
ン
モ
チ 

 

近
野
村
。
方
言
コ
バ
モ
チ
。 

ラ
セ
ン
ソ
ウ 

 

四
村11

（
皆
地
）。 

マ
タ
タ
ビ 

 

栗
栖
川
大
字
水
上
に
多
し
。 

ヒ
メ
シ
ヤ
ラ 

 

川
上
村
。 

キ
ン
シ
バ
イ 

 

那
智
。 

イ
ヒ
ギ
リ 

 

川
上
村
に
て
ア
カ
メ
ガ
シ
ハ
と
混
視
し
、
共
に
ゴ
シ
ヤ
バ
（
御
菜
葉[ﾙﾋﾞ:

ゴ

サ
イ
バ]

の
訛
り
）
と
い
ふ
。 

ア
カ
メ
ガ
シ
ハ
の
雌
本
と
か
雄
本
と
か
い
ふ
大
木
な
き
故
、
実
を
見
ず
。
此
頃
兵
生
に
て

も
二
木 混

雑
し
て
生
ぜ
る
を
見
る
に
、
一
寸
見
分
け
難
し
。 

ミ
ヤ
マ
チ
ド
メ 

 

川
上
村
。 

シ
ラ
ネ
セ
ン
キ
ウ 

 

川
上
村
。 

ハ
ク
ウ
ン
ボ
ク 

 

那

智
。 

ナ
ギ
ナ
タ
カ
ウ
ジ
ユ 

 

富
里
村
。 

ア
キ
チ
ヤ
ウ
ジ 

 

二
川
、
栗
栖
川
、
西
富
田
。 

茄
科 

 

ト
マ
ト
と
同
形
に
て
痩
せ
た
る
赤
き
果
【
図
】
を
生
じ
、
葉
は
茄
子
の
や
う
に
し
て

【
図
】 

針
だ
ら
け
の
も
の
あ
り
。
上
秋
津
の
園
原
よ
り
川
上
社
に
至
る
道
上
の
山
側
の
農
家
の 

石
垣
に
生
ず
。
其
実
を
八
百
屋
へ
売
し
に
、
ト
マ
ト
と
思
ひ
食
ひ
し
に
苦
く
て
食
は
れ
ざ
り
し

由
。 

二
十
七
年
斗
り
前
よ
り
十
二
三
年
前
迄
そ
こ
に
毎
年
生
ぜ
り
。
小
生
其
頃
し
ら
べ
し
に
、
大
抵 

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
辺
の
原
産
な
り
し
と
記
臆
す
。
此
頃
ゆ
き
み
る
に
、
な
き
や
う
な
り
。
こ
れ
は

他
に
も
本
邦
に 

あ
る
も
の
に
や
。
其
辺
の
家
に
二
十
七
年
ほ
ど
前
よ
り
大
な
る
【
図
】
サ
ボ
テ
ン
を 

植
え
あ
り
し
。
外
国
に
縁
あ
り
て
も
ち
来
り
し
が
半
野
生
と
成
た
ら
し
く
候
。 

カ
ギ
カ
ヅ
ラ 

 

本
郡
三
川
村
、
中
芳
養
、
瀬
戸
。 

ノ
ボ
ロ
ギ
ク 

 

高
野
山
麓
の
は
見
ぬ

が
、
大
正
十
年 

十
一
月
高
野
山
金
剛
峯
寺
辺
に
多
く
花
あ
り
、
野
生
す
る
を
見
た
り
。 

ス
ヰ
ラ
ン 

 

那
智
。 

タ
ニ
ウ
ツ
ギ 
 

明
治
四
十
一
年
六
月
栗
栖
川
村
水
上
及
び
汐
見
峠
の
東
上
り
口
や
や
上
の

 

1
1 

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
に
あ
っ
た
村
。「
よ
む
ら
」
と
読
み
、
現
在
の
田
辺
市
本
宮
町
の
西
部
に
あ
た

る
。 



方
で
多
く
見
し
。 

エ
ゾ
ス
ミ
レ 

 

二
川
村
高
原
。 

フ
ユ
ア
フ
ヒ
冬
葵 

 

明
治
十
四
年

春
海
草
郡
松
江1

2

の
松
原
下
に
て
見
出
す
。
明
治
三
十
四
年
四
月
ゆ
き
み
る
に
な
ほ
あ
り
し
。

其
後
の
事
は
知
ず
。
昔
し
東
海
道
品
川
大
森
間
の
松
原
街
道
に
も
あ
り
し
。
相
似
た
る
地
勢
な

り
。 

ヒ
ロ
ハ
ノ
ア
マ
ナ 

 
南
富
田
（
備
前
か
備
中
の
正
宗
敦
夫13

と
か
い
ふ
人
持
来
り
示
さ
れ

し
）。 

ナ
チ
テ
ン
ナ
ン
シ
ヤ
ウ 

 

は
出
居
ら
ず
。
こ
れ
は
取
消
し
と
な
り
候
や
？ 

右
小
生
控
え
お
き
た
る
中
よ
り
写
し
て
差
上
候
。
川
上
村
に
て
と
り
し
中
に
は
一
寸
分
ら
ぬ

も
の 

若
干
あ
り
、
其
内
閑
を
得
ば
可
送
上
候
（
何
れ
も
凡
々
の
も
の
な
れ
ど
も
、
小
生
に
は
分
ら
ぬ

な
り
）。 

小
生
前
年
（
大
正
前
）
、
明
治
三
十
八
九
年
頃
、
稲
成
村
の
稲
荷
社
の
後
の
小
道
を
上
り
ヒ
キ

岩
の
方
へ 

遠
く
行
く
中
、
ミ
ミ
ズ
バ
イ
の
や
う
な
木
の
頂
上
に
へ
ん
な
物
垂
上
［ﾏﾏ
］
る
を
見
る
。 

 
 
 

【
図
】 

 
 
 

【
図
】 

 

凡
そ
三
分
二
に
縮
図 

叢
葉
の
間
よ
り
サ
サ
ゲ
如
き
果
実
如
き
も
の
が
群
れ
垂
る
。 

其
形
ち
遠
く
望
め
ば
蛇
と
い
ふ
よ
り
は
ミ
ミ
ズ
の
如
し
。 

甚
だ
不
快
に
な
り
（
ミ
ミ
ズ
は
小
生
大
に
嫌
ひ
也
）
走
り
帰
れ
り
。
其
後
糸
田
猴
神
趾 

に
て
も
亦
か
か
る
も
の
を
見
し
。
小
生
ミ
ミ
ズ
バ
ヒ
の
木
も
葉
も
よ
く
知
ら
ず
、
た
だ
右
の
様

子
を
見
て
、 

ミ
ミ
ズ
の
如
き
果
を
結
ぶ
故
此
名
あ
る
こ
と
と
思
ひ
居
た
り
。
然
る
に
今
日
貴
著
を
見
て
ミ

ミ
ヅ 

バ
ヒ
は
美
々
津
な
る
地
名
の
こ
と
と
知
れ
り
。
扨
先
日
小
倉
市
の
宮
武
省
三
よ
り 

不
意
に
来
状
あ
り
、
ハ
イ
の
木
を
彼
辺
に
て
オ
バ
ケ
の
木
と
い
ふ
、
葉
が
色
々
と
畸
形
を
生
ず

 

1
2 

現
和
歌
山
市
松
江 

1
3 

日
本
の
国
文
学
者
、
歌
人
。
正
宗
白
鳥
の
実
弟
。
岡
山
県
和
気
郡
の
出
身
。 



る 故
と
あ
り
し
。
小
生
ミ
ミ
ズ
バ
イ
の
木
を
よ
く
知
ね
ど
、
其
果
は
決
し
て
か
か
る
ミ
ミ
ズ
如
き

も
の
に
非
る 

様
な
り
。
然
ら
ば
小
生
見
た
る
は
な
に
か
菌
と
か
虫
と
か
の
所
為
の
畸
形
と
思
ふ
。
貴
下
は 

諸
方
の
山
林
を
歩
く
内
右
様
の
物
を
目
撃
せ
し
こ
と
あ
り
や
。
右
の
木
は
小
生
た
だ 

ミ
ミ
ズ
の
形
の
も
の
垂
下
る
を
見
て
ミ
ミ
ズ
バ
イ
と
思
ひ
し
も
、
何
の
木
か
知
ら
ず
。
先
は
ヒ

チ
ノ
キ 

（
タ
イ
ミ
ン
タ
チ
バ
ナ
）
の
葉
の
尖
［ﾙﾋﾞ:
さ
き
］
が
ト
ベ
ラ
の
葉
の
如
く
広
く
な
り
し
様
な

葉
の
も
の
な
り
し
。 

【
図
】
こ
れ
ほ
ど
の
大
さ
な
り 

 
 

何
物
た
る
べ
き
か
御
教
え
被
下
度
候
。 

今
月
十
二
日
夜
小
畔
四
郎
氏
来
り
泊
ま
り
、
十
三
日
同
氏
一
人
岡
の
小
学
教
師
平
田
寿
男 

氏
と
岡
川
八
幡
に
ゆ
き
し
。
十
四
日
早
朝
小
生
と
営
林
署
員
一
人
と
同
乗
自
転
車
に
て 

福
定1

4

ヘ
ゆ
き
、
そ
れ
よ
り
歩
し
て
午
下
兵
生
着
、
西
氏
に
宿
し
、
午
後
小
生
は
在
宿
、
他
二

氏
は 

坂
泰1

5

に
入
り
粘
菌
新
変
種
一
発
見
、
翌
日
小
生
は
西
氏
前
小
神
林
に
採
集
、
他
二
氏
は 

西
氏
と
坂
泰
に
入
り
粘
菌
新
変
種
一
発
見
、
溝
口
氏
（
只
今
兵
生
で
の
豪
家
）
の
子 

去
年
妹
尾
に
て
知
り
居
り
、
夥
し
く
菌
を
と
り
来
る
。
十
六
日
早
朝
宿
を
出
、
福
定
よ
り
自
働 

車
に
の
り
、
午
前
十
一
時
帰
宅
。
十
七
日
小
畔
氏
新
庄
現
と
前
と
村
長
案
内
に
て 

神
島
を
一
覧
、
其
節
前
村
長
榎
本
氏
の
子
幸
治
氏
が
粘
菌
の
新
種
一
発
見
、
榎
本 

氏
の
父
宇
三
郎
氏
は
此
神
の
林
保
存
に
尽
力
せ
し
人
に
て
、
其
子
が
神
嘗
祭
の
佳
節
に 

新
種
を
発
見
せ
し
は
珍
し
く
も
目
出
度
事
故
、Arcyria kannameana

（
ル
ビ
：
ア
ル
ク
リ
ア 

カ
ン
ナ
メ
ア
ナ
）Minakata

と
命
名
し
、
図
録
と
共
に
近
日 

進
献
の
筈
に
候
。
行
幸
の
節

 

1
4 

田
辺
市
中
辺
路
町
福
定 

1
5 

田
辺
市
中
辺
路
町 



御
召 

艦
へ
召
れ
た
と
き
、
小
生
粘
菌
本
邦
産
百
十
点
を
奉
り
、
六
月
八
日
に
神
戸
御
立
ち 

の
一
時
前
に
又
小
畔
を
召
れ
、
百
五
十
点
を
奉
り
し
も
、
御
研
究
に
な
る
べ
く
多
く
の
参
考 

品
を
差
上
ん
と
六
月
よ
り
今
に
鏡
検
精
選
致
し
お
り
候
。
そ
れ
が
為
め
小
生
何
の
収
入 

も
な
く
、
倅
は
今
に
少
し
も
快
方
な
ら
ぬ
ら
し
く
、
月
に
二
百
円
を
送
る
に
は
閉
口
致
候
。 

研
究
費
と
し
て
積
立
あ
る
内
よ
り
取
出
す
は
わ
け
も
な
き
こ
と
乍
ら
、
貧
に
し
て
は
そ
の
為

さ
ざ
る 

所
を
見
る
と
申
し
、
加
様
な
こ
と
を
や
り
出
し
て
は
、
小
生
如
き
や
り
は
な
し
の
者
は
忽
ち
総

て 崩
れ
を
来
し
可
申
候
。
加
之
娘
が
四
月
下
旬
来
既
に
三
度
も
発
病
、
初
め
は 

盲
腸
炎
と
申
す
こ
と
な
り
し
も
、
只
今
は
腹
膜
炎
を
兼
ね
居
る
様
に
て
、
一
昨
夜
も 

医
師
三
名
九
時
頃
来
り
診
察
の
上
協
議
、
起
居
の
自
由
な
る
を
ま
ち
当
地 

又
は
大
坂
和
歌
山
に
て
手
術
を
受
る
筈
に
御
座
候
。
妻
も
永
々
四
年
越
し
以
上
の 

介
抱
に
鬱
病
を
起
し
、
毎
度
機
嫌
宜
し
か
ら
ず
。
和
歌
山
に
あ
る
田
村
廣
恵
も
長
男
が 

病
気
、
自
分
も
病
み
臥
し
あ
り
し
が
、
昨
今
快
方
の
由
。
其
次
男
は
中
耳
炎
に
て
今
年 

春
久
く
悪
く
、
六
人
と
か
の
医
に
か
か
り
候
様
子
。
昔
し
ア
デ
ン
ス
（
雅
典
）
ハ
今
日 

世
界
開
化
の
淵
叢
と
い
は
は
る
程
の
文
化
あ
り
し
が
、
ペ
ス
ト
が
大
に
行
は
れ
て
よ
り
人
気 

荒
廃
し
、
文
化
忽
ち
地
に
落
る
の
み
か
、
程
な
く
国
が
亡
び
了
り
候
由
し
。
人
間
の
一
家
も 

小
生
家
ほ
ど
念
の
入
た
病
難
が
多
く
久
し
く
つ
づ
き
て
は
、
小
生
一
人
い
か
に
剛
情
に
健 

康
な
る
も
、
毎
日
何
を
目
的
と
い
ふ
こ
と
も
立
た
ず
、
折
角
兵
生
迄
行
き
と
り
来
り
し 

菌
類
も
も
は
や
十
日
風
雨
に
さ
ら
し
あ
れ
ば
、
何
の
役
に
立
ぬ
こ
と
と
存
候
。
貴
殿
抔
は 



御
子
達
も
そ
れ
ぞ
れ
片
付
た
れ
ば
、
此
上
か
や
う
な
災
難
に
あ
は
る
る
気
遣
ひ
な
く
、
御
羨
ま

し
き 

儀
と
存
じ
上
げ
候
。
只
今
も
色
々
と
事
件
輻

湊
［
輳
］

し
あ
る
も
、
貴
著
を
一
覧
し
て 

思
は
ず
長
文
を
認
め
差
上
申
候
。
其
間
だ
が
比
較
的
に
極
楽
境
な
り
し
。 

前
年
貴
下
に
托
し
て
牧
野
氏
に
一
覧
を
乞
し
ミ
ゾ
ホ
ホ
ヅ
キ
の
ア
ゼ
ナ
様
に
地
に
這
ひ 

生
ず
る
も
の
あ
り
し
。 

【
図
】 

 
標
品
を
无
し
あ
り
し
故
、
何
に
や
ら
分
ら
ず
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
ま
ひ
候
。
ど
う
も
へ
ん
な
も
の
故
、
今
度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

兵
生
へ
之
き
し
序
で
に
萩
［
ル
ビ:

ハ
ギ
］
迄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
き
、
川
原
に
て
捜
索
せ
ん
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

存
ぜ
し
も
、
雨
に
て
止
め
と
致
候
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
れ
は
十
一
月
中
旬
頃
に
さ
く
も
の
に
候
間
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
後
も
し
熊
野
川
原
に
遊
ば
る
る
日
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
注
意
御
採
集
願
上
候
。
形
ち
は
ほ
ぼ 

ウ
リ
草
の
如
く
地
に
ひ
ろ
が
り
は
ひ
ま
は
る
。
尋
常
の
ミ
ゾ
ホ
ホ
ヅ
キ
如
く
立
つ
こ
と
な
し
。

花
は 

ミ
ゾ
ホ
ホ
ヅ
キ
の
形
な
れ
ど
、
は
る
か
に
小
さ
し
。
色
も
彼
れ
如
く
黄
色
の
分
多
か
ら
ず
、
暗 

紫
の
分
多
か
り
し
と
存
じ
候
。
標
品
一
つ
手
前
に
あ
れ
ど
、
花
も
実
も
失
せ
た
れ
ば
、
何
の 

用
に
立
た
ず
候
。
先
は
右
御
受
け
迄
申
上
候
。 

 
 
 

 
 
 
 
 

謹
言 

当
地
昨
夜
よ
り
大
風
雨
、
今
朝
よ
り
雨
は
止
た
る
も
今
に
風
吹
き
居
り
、
舟
は
み
な
碇
泊
し 

居
る
ら
し
く
候
。 


